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１,北海道の現状と課題
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項目 北海道 全国 年次

市町村数（2020年10月1日） 179 1,718 2021

過疎市町村数（2021年4月1日） 152 885 2022

総人口(万人）
522

［うち札幌市195］
12,615 2021

うち65歳以上人口(万人）
166

[うち札幌市54]
3,558 2021

一般世帯数(万世帯）
280

[うち札幌市108]
5,950 2021

出典：総務省（2021年）「令和3年度版全国市町村要覧」
総務省（2022年）「過疎地域市町村等一覧」
総務省（2021年）「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」

数字でみる北海道の現状
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北海道の在宅医療整備に向けた課題

１，在宅医療・介護の整備を検討するには2次医療圏では広すぎ、
市町村ごとでは狭すぎ(社会資源不足や過疎) 。

２，広大な面積を有する北海道では、地域の実情も様々。
把握しきれていない地域の課題も多い。

３，同じ課題を抱えていたり、同じ取り組みを行っているところ
も多く、効率的な取り組みが必要。
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在宅医療の提供体制を考える３９地域単位 ①
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出典：令和５年度北海道総合保健医療協議会地域医療専門委員会在宅医療小委員会資料

在宅医療の提供体制を考える３９地域単位 ②
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在宅医療に必要な
連携を担う拠点
【郡市医師会・市

町村など】

二次医療圏単位での連携に向けた会合 ①関係者の定期的な会合によ
る連携体制づくりの検討、
支援

②関係機関等の情報提供（地
域課題の共有、取組の横展
開）

③住民等への啓発
④多職種の人材育成
⑤支援拠点・連携拠点づくり

連携の拠点

在宅医療圏単位での連携に向けた会合
①関係者の定期的な会合にお

けるコーディネート、連携
体制づくりの検討、推進、
連携体制の構築

②多職種連携に向けた情報連
携ネットワークの整備

③多職種の人材育成

支援

北海道医師会

連携

在宅医療・介護連携推進事業

北海道在宅医療推進支援センター
＜コンソーシアム＞

北海道総合研究
調査会(HIT)

❒北海道検討事項（未定稿）：地域医療介護総合確保基金
郡市医師会や市町村等が下記の事業を行う「必要な連携拠点」を整備（運

営）することに対し支援する取組（R６当初予算協議事項）
●事業の内容
在宅医療提供体制のコーディネート、運営会議の開催、在宅医療の普及啓

発、人材育成、ICT連携システム整備 等
●対象経費
人件費、雇用保険料、社会保険料、報償費、旅費、需用費、役務費、使用

料及び賃借料、委託料、備品購入費

積極的役割を
担う医療機関

積極的役割を担う
医療機関

診療所・病院

北海道の在宅医療における連携体制について

出典：北海道在宅医療小委員会資料より
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２，北海道在宅医療推進センターの取り組み
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北海道在宅医療推進支援センターの取り組み
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在宅医療推進支援センターの取り組み～各種研修

10



在宅医療推進支援センターの取り組み～各種研修②
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北海道の在宅医療取組事例
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Ⅰ．基本情報
１．人口
（１）現状

（R5.1.1）

（出典：総務省の住民基本台帳人口）

（２）推移・推計

＜参考：羊蹄地域の75歳以上人口推移・推計＞

（出典：2020年までの推移は統計局の国勢調査、推計は社人研の平成30年推計）

ニセコ町 羊蹄地域

総人口 5,088 (100%) 33,872 (100%)

65歳以上人口 1,296 (25.5%) 9,738 (28.7%)

75歳以上人口 676 (13.3%) 5,176 (15.3%)

ニセコ町 羊蹄

介護老人福祉施設 1 6 特別養護老人ホーム 1 (50) 8 (419)

地域密着型介護老人福祉施設 0 2 養護老人ホーム 0 1 (35)

介護老人保健施設 0 1 軽費老人ホーム 0 0

介護療養型医療施設 0 0 届出済 0 0

介護医療院 0 1 未届け 0 0

0 0サービス付き高齢者向け住宅

老人福祉

施設

有料老人

ホーム

ニセコ町 羊蹄

ニセコ町 羊蹄 ニセコ町 羊蹄

居宅介護支援 居宅支援 1 7 巡回訪問 0 0

介護予防支援 介護予防支援 1 9 夜間対応 0 0

訪問介護 1 5 地域通所 0 8

訪問入浴 0 0 認知症通所 0 0

予防訪問入浴 0 0 予防認知症通所 0 0

訪問看護 0 2 小規模居宅 0 0

予防訪問看護 0 1 予防小規模居宅 0 0

訪問リハ 0 1 認知症GH（地） 1 5

予防訪問リハ 0 1 予防認知症GH（地） 1 5

居宅療養 0 0 地特定施設 0 0

予防居宅療養 0 0 複合型 0 0

通所介護 1 3 特定施設 0 0

通所リハ 0 0 予防特定施設 0 0

予防通所リハ 0 0 福祉用具 0 1

短期生活 1 7 予防福祉用具 0 1

予防短期生活 1 7 用具販売 0 1

短期療養 0 0 予防用具販売 0 1

予防短期療養 0 0

訪問

地域密

着型

通所

短期入所

その他
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0 (0) 3 (373) 2 18

在宅療養支援病院 0 (0) 0 (0) 在宅療養支援歯科診療所 0 3

在宅療養後方支援病院 0 (0) 0 (0) 1 10

1 (0) 15 (0) 在宅患者訪問薬剤管理指導料 1 6

在宅療養支援診療所 0 (0) 0 (0) 0 1

24時間対応体制加算 0 1

病院（病床数）

訪問看護

歯科

薬局

診療所（病床数）

（出典：（左）北海道の介護保険事業所一覧（R5.4.1）
（右）北海道の老人福祉施設等一覧（R5.4.1）、

サービス付き高齢者向け住宅情報
共有システムの全国登録データ（R5年3月末時点）

（出典：北海道の介護保険事業所一覧（R5.4.1））

４．介護系機関（機関数）

３．施設系機関（機関数（定員数、住宅戸数））

（出典：厚生局の全保険医療機関・保険薬局一覧表、
届出受理医療機関名簿、コード内容別訪問看護事業所一覧表、
届出受理指定訪問看護事業所名簿（R5.4.1）

２．医療系機関（機関数（病床数））

【在宅医療を取り巻く情報整理 地域カルテ（案）】ニセコ町（羊蹄地域）
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３,札幌市在宅ケア連絡会の取り組み
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在宅ケア連絡会について➀

ケア連の発足

・ 在宅ケア連絡会は札幌市西区で平成９年、在宅療養推進
の連絡調整を保健・医療・福祉の関係者が実際的な検討
を含めて行ない、包括的なケアマネジメントができるこ
とを方針として、顔の見える連携、ネットワークの構築
をめざして発足。

・ 在宅ケア連絡会はその後２年半で札幌市全区で発足。
各連絡会は事例検討や研修などを多機関、多職種、一般
市民も含めて開催している。
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出典：静明館診療所 坂本医師、大友医師作成資料より

札幌市における多職種連携・在宅医療推進の仕組み
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在宅ケア連絡会について②

2022年度中央区ケア連の取り組み

日時 題名 参加人数

令和4年4月18日 在宅ケアにおけるBCPのキホン 102

令和4年5月25日 今年こそ作ろう！BCP～マインド編～ 68

令和4年6月14日 在宅ケアにおけるカスタマーハラスメントの対応 154

令和4年7月14日 グループワーク：在宅ケアにおけるカスタマーハラスメントの対応 38

令和4年8月30日 今年こそ作ろう！BCP～行動指針編～ 55

令和4年9月10日 日本ACP研究会年次大会　北海道在宅ケア連絡会発足について 150

令和4年10月18日 LIFE(科学的介護情報システム)のこれまでとこれから 90

令和4年11月21日 グループワーク：LIFE(科学的介護情報システム)のこれまでとこれから 32

令和4年12月21日 外来支援と医療介護連携 112

令和5年1月31日 第29回連絡会の連絡会新年交流会 95

令和5年2月28日 今年こそ作ろう！BCP～情報共有編～ 47

令和5年3月28日 グループワーク：外来支援と医療介護連携 61

17



広げよう地域ネットワークの輪！
第26回 連絡会の連絡会・新年交流会 2020.１.31 
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・北海道はとにかく広いため、各地域の実情に合わせ、拠点の整備を

進める必要があり、そのために基幹型の連携拠点から在宅医療コー

ディネーターが支援していく事を検討している。

・在宅ケア連絡会を通じた医療と介護の連携構築は日々の患者支援に

もつながる重要な活動。

・北海道庁の医療・介護部局、各市町村の医療・介護担当課、各医師

会等が連携する仕組みづくりが急務であると考える。

・「在宅医療に必要な連携を担う拠点」「在宅医療・介護連携推進事

業」（在宅医療において積極的役割を担う医療機関）の在宅医療

コーディネーターの質を担保する仕組みが必要。

まとめと私の感じる課題
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ご清聴ありがとうございました。
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